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自己紹介

• 2001年 入職
• 2004～2007年 人事交流で福岡教育大学に勤務
• 2018年～現職

• 文学部卒 卒論はワープロで作成
• 卒業後はじめてパソコンを購入 Windows98?

• Googleの普及期でなんでもGoogleで検索
• 最近はChatGPT等の生成AIが普及

• AIが助言してくれる時代、まるでSF小説の世界
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https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/services/open/qir/statistics

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/papers/
https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/services/open/qir/statistics
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九州大学のリポジトリシステム

NECの図書館システム製品E-Cats Library v.7の
メタデータ管理オプション

https://www.cmsc.co.jp/metadata

JAIRO Cloudは不使用
クラウド(SaaS)ではなくオンプレミス
安定運用中

• 目録業務や閲覧業務等、図書館サービス全般で
同じE-Cats Libraryを使用

• 一部、機関リポジトリ業務やeリソース系業務、
デジタルアーカイブ系の業務でメタデータ
管理機能を使用

機関リポジトリのコンテンツを図書や雑誌、eジャーナルや
eブック、貴重資料画像等と統合検索可能（九大コレクション）

https://www.cmsc.co.jp/metadata
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メタデータ管理画面

項目クリックで編集用の
テキストボックスが開く

JAIRO CloudにはDOIを用いた
メタデータ補完機能があるが、
E-Catsにはなく、入力作業が原始的

OA加速化事業によるシステム
改修で改善予定(後述)

フリー編集機能によりメタデータを
XML形式で編集することも可能
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本文ファイル

エンバーゴ対応として
公開予定日を設定可能

メタデータの登録 一次情報の登録

管理情報
(部分)

登録者(複数可)と
その所属（複数不可)

JAIRO Cloudと同様にCSV(Excel)形式
のフォーマットで一括登録も可能
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リポジトリ業務でふだん使っているツール

• Microsoft Excel
• ピボットテーブル、XLOOKUP、VBA

• Microsoft Access
• ODBC、集計、クロス集計

• テキストエディタ、Mery等
• テキストデータの整形、正規表現

• 生成ＡＩ
• ＣｈａｔＧＰＴ、Copilot(大学提供)

• GakuNin RDM(NII提供)
• データ解析機能、Python

• Adobe Acrobat
• PDFの加工、OCR処理

※今回の講演では説明の対象外
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著者情報メタデータのメンテナンス

• 2017年 JPCOARスキーマに移行
→ フラットだったメタデータ構成が階層化 → 複雑化

• システム更新に伴うデータ移行で著者情報の一部に不具合発生

山田, 太郎
Yamada, Taro
ヤマダ, タロウ

山田, 太郎
Yamada, Taro

ヤマダ, タロウ

• アルバイト作業による修正を続けていたところ、Googleから不正データとみなされ
クローリング停止 → Google検索不可 → ダウンロード数急減

• 年内の早期解決をめざし課内総動員で分担作業
→ Excelでの一括修正を開始 → 781件はどうしても地道な手作業が必要
→ JavaScriptでツールを作成し手作業の負担を軽減

• 本来1人の著者が2人に
分割されてしまった

• 同様の例が4万件以上
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JavaScriptで作成したツール
HTMLファイル中にスクリプトを書いてWebブラウザで実行

<div style="float:left";>
<textarea name="textarea1" </textarea>

</div>
<div style="float:left";>

<input type="button" value="Cut" onclick="clickBtn1()"/><br />
</div>
<div>

<textarea name="textarea2"</textarea>
</div>

入力フォームや実行ボタンは通常のHTMLで記述

スクリプトは<script>タグ内に記述

<script>
function clickBtn1(){

var intStart = document.form1.textarea1.selectionStart;
var intEnd = document.form1.textarea1.selectionEnd;
var intLen = document.form1.textarea1.value.length;
//左テキストエリアの選択範囲を右テキストエリアにコピー
document.form1.textarea2.value += document.form1.textarea1.value.slice(intStart, intEnd);
//左テキストエリアの選択範囲を削除
document.form1.textarea1.value = document.form1.textarea1.value.slice(0, intStart) + 

document.form1.textarea1.value.slice(intEnd, intLen);
//左テキストエリアの空行を削除
var str = document.form1.textarea1.value.replace(/^¥n/gm,'');
document.form1.textarea1.value = str;

}
</script>

Cutボタンをクリックすると
clicｋBtn1()関数が実行

左テキストエリア(textarea1)の選択範囲を
右テキストエリア(textarea2)にコピーするスクリプト

大きさや位置
の定義は省略

関数の呼び出し

関数の定義

testarea1 testarea2
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メタデータ修正作業時のSlack

作業時間短縮
概算で72時間→20時間

ツールの使用により
身体上の負担も軽減

年内早期解決の
目標を達成
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QIRダウンロード数
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2021/1/19
Googleから
クロール再開
の連絡

2020/12/２５
著者メタデータ
修正作業完了

ダウンロード数
急減 ダウンロード数

回復

おそらくこの時期に
Googleによる
クローリングが停止

QIRダウンロード数の推移
機関リポジトリのアクセスログ(詳細画面の閲覧回数、一次情報のダウンロード回数)が
E-Cats Libraryのサーバ上に蓄積されており、メタデータと併せてODBCで自由に抽出可能

Accessでクエリを組んで登録コンテンツ数や
アクセス数の統計処理に活用
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JPCOARスキーマ形式でのハーベスティング開始

QIR

QIR

IRDB

IRDB

junii2

JPCOARスキーマから旧式の
junii2にダムダウンしてハーベスト

JPCOAR
スキーマ

JPCOAR
スキーマ

junii2

JPCOARスキーマのまま
ハーベスト

以前

現在

メタデータ

メタデータ

ダムダウンで
簡略化された
メタデータ

豊富なメタデータ

JPCOAR
スキーマ

IRDBに対するハーベスティング
出力形式をjunii2からJPCOAR
スキーマに切替(2023年12月)

メタデータを充実させても
外部には反映されない
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ハーベスティングのテストで大量エラー
ハーベストログ送信先 qir@jimu.kyushu-u.ac.jp
次回ハーベスト起算日時 2023/09/06(水) - 10:56
前回ハーベスト開始日時 2023/09/06(水) - 10:56
前回ハーベスト終了日時 2023/09/06(水) - 11:44
前回ハーベスト対象データ件数 55702
前回ハーベスト登録件数 2778
前回ハーベスト更新件数 50067
前回ハーベスト削除件数 273
前回ハーベストデータ取得エラー 0
前回ハーベストステータス 正常
前回ハーベスト通知 前回ハーベスト開始日時：2023-09-06 10:56:38
前回ハーベスト終了日時：2023-09-06 11:44:11
ハーベスト対象データ件数：55702 登録件数：2778 更新件数：50067 削除件数：273 データ取得エラー：0
レコードエラー件数：2584 項目エラー件数：9991 ワーニング件数：7749 項目変換件数：4

確認先URL : https://t.irdb.nii.ac.jp/usercontents

Gold OA 該当アイテムのURL = https://doi.org/10.5109/10070
https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/mmd/mmd_api/oai-pmh/?verb=GetRecord&metadataPrefix=jpcoar_2.0&identifier=oai:catalog.lib.kyushu-u.ac.jp:2324/10070

● レコードエラー：アイテムはIRDBに登録されていません。
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。

Gold OA 該当アイテムのURL = https://doi.org/10.15017/10324
https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/mmd/mmd_api/oai-pmh/?verb=GetRecord&metadataPrefix=jpcoar_2.0&identifier=oai:catalog.lib.kyushu-u.ac.jp:2324/10324

● レコードエラー：アイテムはIRDBに登録されていません。
[関連情報] JaLCに登録する場合、関連識別子がURIであれば、relationTypeは必須です。
[JaLC DOI 必須項目] relationType 規定値以外の値が設定されています。

Gold OA 該当アイテムのURL = https://doi.org/10.15017/10578
https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/mmd/mmd_api/oai-pmh/?verb=GetRecord&metadataPrefix=jpcoar_2.0&identifier=oai:catalog.lib.kyushu-u.ac.jp:2324/10578

● レコードエラー：アイテムはIRDBに登録されていません。
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。

ハーベスト形式を切替えるためNIIのテスト環境で事前に
JPCOARスキーマ形式でのハーベストテストを実施

55,702件中2,584件のメタデータで
6,470件(19,410行)のレコードエラーが発生

エラーメッセージ

レコードエラーを解消しないとIRDBに
そのメタデータが登録されない

メタデータID

エラーログが膨大すぎて
どこから手を付けてよい
か分からない……
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正規表現を使ってハーベストログを整形
Gold OA 該当アイテムのURL = https://doi.org/10.5109/10070
https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/mmd/mmd_api/oai-pmh/?verb=GetRecord&metadataPrefix=jpcoar_2.0&identifier=oai:catalog.lib.kyushu-u.ac.jp:2324/10070

● レコードエラー：アイテムはIRDBに登録されていません。
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。

Gold OA 該当アイテムのURL = https://doi.org/10.15017/10324
https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/mmd/mmd_api/oai-pmh/?verb=GetRecord&metadataPrefix=jpcoar_2.0&identifier=oai:catalog.lib.kyushu-u.ac.jp:2324/10324

● レコードエラー：アイテムはIRDBに登録されていません。
[関連情報] JaLCに登録する場合、関連識別子がURIであれば、relationTypeは必須です。
[JaLC DOI 必須項目] relationType 規定値以外の値が設定されています。

Gold OA 該当アイテムのURL = https://doi.org/10.15017/10578
https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/mmd/mmd_api/oai-pmh/?verb=GetRecord&metadataPrefix=jpcoar_2.0&identifier=oai:catalog.lib.kyushu-u.ac.jp:2324/10578

● レコードエラー：アイテムはIRDBに登録されていません。
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。

Gold OA 該当アイテムのURL = https://doi.org/10.15017/10580
https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/mmd/mmd_api/oai-pmh/?verb=GetRecord&metadataPrefix=jpcoar_2.0&identifier=oai:catalog.lib.kyushu-u.ac.jp:2324/10580

● レコードエラー：アイテムはIRDBに登録されていません。
[JaLC DOI 必須項目] creator Nameが見つかりません。

Gold OA 該当アイテムのURL = https://doi.org/10.15017/10592
https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/mmd/mmd_api/oai-pmh/?verb=GetRecord&metadataPrefix=jpcoar_2.0&identifier=oai:catalog.lib.kyushu-u.ac.jp:2324/10592

● レコードエラー：アイテムはIRDBに登録されていません。
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。

Gold OA 該当アイテムのURL = https://doi.org/10.15017/10594
https://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/mmd/mmd_api/oai-pmh/?verb=GetRecord&metadataPrefix=jpcoar_2.0&identifier=oai:catalog.lib.kyushu-u.ac.jp:2324/10594

● レコードエラー：アイテムはIRDBに登録されていません。
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。

テキストエディタの正規表現機能を使って
エラーログから不要部分をカット

• 行頭のGold OAから最後の/までを削除
• https://で始まる行を削除
• 「 ● レコードエラー」で始まる行を削除
• 空白行を削除
(さらにExcelで処理しやすくするために)
• 行頭の全角スペース×2をタブに置換

10070
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。

10324
[関連情報] JaLCに登録する場合、関連識別子がURIであれば、relationTypeは必須です。
[JaLC DOI 必須項目] relationType 規定値以外の値が設定されています。

10578
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。

10580
[JaLC DOI 必須項目] creator Nameが見つかりません。

10592
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。

10594
[JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。
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テキストエディタによる正規表現を使った置換処理

テキストエディタMeryの場合

検索→置換

よく使う記号

行頭の■半角スペースから
行中の最後の/までの
任意の文字列にマッチ

置換後の文字列を指定せず
正規表現にチェックを入れて
「置換」をクリックすると
マッチングした部分が削除

「すべて置換」だと
ファイル全体で削除

^ 行頭
$ 行末
. 改行を除く任意の文字
* 直前の文字が1個以上
+ 直前の文字が0個以上
¥n 改行
¥t タブ
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Excelを使ってハーベストログを整形

ピボットテーブルを使えるようにExcelで整形

B列を挿入し
B1にA1の値を
コピーしておく

左のセル(A２)が空欄かどうかチェック
• 空欄の場合

→ 上のセル(B1)の値をセット
• 空欄でない場合

→ A2の値をセット

計算式をB列の最後までコピー

Excel固有の機能 (条件を選択してジャンプ) でも可能
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ピボットテーブルを使ってエラー傾向を分析

エラーログに基づいて作成したピボットテーブル

• エラーメッセージは18種類
• 発生件数が多いエラーと

少ないエラーがある
• 言語属性(en/ja等)の設定ミスが

多い

エラーの傾向を分析
→メンテナンス作業の戦略を検討

パレート図

とりあえず
件数の多い言語属性
系のエラーから
片づけるか……
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JPCOARスキーマ対応: ハーベスト形式の移行

• 作業表を作り、係内で分担してメタデータ修正作業

• 2023年12月19日 NIIによるテストハーベストでレコードエラー0件
翌12月20日 本番環境でのハーベスト実施
• ハーベスト形式をjunii2からJPCOARスキーマv.2.0に移行
• 2017年の段階で内部的にはJPCOARスキーマを使っていたため

5年越しの悲願達成

• (非公式情報) IRDBでのJPCOARスキーマv.2.0ハーベスト
九州大学がNIMSに続き全国2例目

• JAIRO Cloud(Weko3)のJPCOARスキーマv.2.0対応
2024年10月時点で現在進行中
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リポジトリ登録インセンティブ対応

• リポジトリ登録したことがある在職教員
• 紀要論文等、代表者による一括登録を除くとわずかに10%未満

• 大学改革推進経費制度によるインセンティブ化を検討
• リポジトリ登録者の割合に応じて部局経費を増額配分

• 50%で+1%
• 70%で+2%

• 案に対してGold OA志向の一部部局から不満
• CCライセンス付きGold OA論文を教員の登録作業の負担なく

図書館で一括登録することで合意
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CCライセンス付きGold OA論文のメタデータ一括登録

作業手順
1. 登録可能な論文を特定1

• 教員業績データベース(Q-RADeRS)から論文のDOIを取得
• 重複DOIやリポジトリ登録済みDOIを除外

2. 登録可能な論文を特定2
• Unpaywallから論文のライセンスとOAステータスを取得
• 対象外の論文を除外

3. Crossref APIで論文のメタデータを取得
• 生成AI(ChatGPT)でPythonコードを作成
• GakuNin RDMでPythonコードを実行

4. 論文メタデータをリポジトリシステムにインポート
• 論文メタデータをExcel形式の一括登録用フォーマットに加工
• 登録者情報として著者の教員ＩＤを紐づけ
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CCライセンス付きGold OA論文のメタデータ一括登録

教員1 DOI A

教員2 DOI B

教員3 DOI C

教員4 DOI D

教員4 DOI A

教員5 DOI E

教員5 DOI B

DOI A

DOI B

DOI C

DOI D

DOI E

CC BY Gold OA

CC BY Gold OA

CC BY-NC Gold OA

Green OA

Closed

教員6

DOI A

DOI B

DOI C

CC BY Gold OA

CC BY Gold OA

CC BY-NC Gold OA

メタデータ

メタデータ

メタデータ

DOI A

DOI B

DOI C

CC BY Gold OA

CC BY Gold OA

CC BY-NC Gold OA

メタデータ

メタデータ

メタデータ

教員1
教員4

教員2
教員5

教員3

CC BY

DOIがなければ除外

CCライセンス付き
Gold OA以外を除外

手順1 手順2 手順3

手順4

Unpaywallからライセンス
情報とOA情報を取得

Crossref APIで
メタデータを取得

教員業績DBに基づき
論文の登録者情報を追加

教員業績DBから
DOIを取得

リポジトリ
登録済み
なら除外
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手順1: VBAを使ってDOIデータを正規化
Sub 選択範囲のDOI正規化()

Dim selectedRange As Range
Dim cell As Range

' アクティブなシートから選択範囲を取得
Set selectedRange = Selection

' 選択範囲内の各セルに対して処理を実行
For Each cell In selectedRange

' 1. セル内改行を削除
cell.Value = Replace(cell.Value, vbNewLine, " ")

' 2. セル内の全角文字を半角文字に変換
cell.Value = WorksheetFunction.Trim(Application.WorksheetFunction.Clean(cell.Value))

' 3. 行頭及び行末のスペースを削除
cell.Value = Trim(cell.Value)

' 4. 行頭の"doi:", "doi: ", "doi "を大文字・小文字を区別せずに削除
cell.Value = Replace(cell.Value, "doi:", "", , , vbTextCompare)
cell.Value = Replace(cell.Value, "doi: ", "", , , vbTextCompare)
cell.Value = Replace(cell.Value, "doi ", "", , , vbTextCompare)

' 5. 行末の"."を削除
If Right(cell.Value, 1) = "." Then

cell.Value = Left(cell.Value, Len(cell.Value) - 1)
End If

' 6. 行頭の"https://doi.org/", "http://doi.org/", "https://dx.doi.org/", "http://dx.doi.org/", "doi.org/", "org/"を削除
cell.Value = Replace(cell.Value, "https://doi.org/", "", , , vbTextCompare)
cell.Value = Replace(cell.Value, "http://doi.org/", "", , , vbTextCompare)
cell.Value = Replace(cell.Value, "https://dx.doi.org/", "", , , vbTextCompare)
cell.Value = Replace(cell.Value, "http://dx.doi.org/", "", , , vbTextCompare)
cell.Value = Replace(cell.Value, "doi.org/", "", , , vbTextCompare)
cell.Value = Replace(cell.Value, "org/", "", , , vbTextCompare)

' 7. 値に"/"が含まれないセルを空値にする
If InStr(1, cell.Value, "/") = 0 Then

cell.ClearContents
End If

Next cell
End Sub

教員業績データベースに教員が
論文のDOIを入力しているが、
フォーマットが一定していないため
VBAで正規化改行コードが

含まれている
全角文字で
入力されている

空白スペースが含まれている

見出しが追加されている

ピリオドが入っている

VBA (Visual Basic Application)は
ExcelやWord等、マイクロソフト製品で
使われるプログラミング言語

定型作業の自動化が可能

フォーマットが
バラバラ

そもそもDOI
ではない

• DOI正規化VBA.xlsm 
※VBAコードを記述したファイル

• DOIサンプルデータ.xlsx
※作業用ファイル

両方のファイルを開き、作業用ファイル上で
A列の任意のDOIを選択→開発→マクロ→
「選択範囲のDOI正規化」を実行

VBAコードを記述したファイル上で
開発→Visual Basic
で実際のコード内容を確認、編集可能
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手順2: Unpaywall

https://unpaywall.org/products/simple-query-tool

UnpaywallはWebブラウザのプラグインを通じて
出版社サイトや論文データベースのWebページから
該当論文の本文PDFへのリンクを無料で提供するサービス

DOIを一度に1,000
件まで指定可能

指定したメールアドレスに
Unpaywallが収集する
論文のオープンアクセス
情報を送信

サービス提供ため収集された論文のライセンス情報や
OA情報がSimple Query ToolやAPIでも提供されている

データフォーマット
https://unpaywall.org/data-format

doi is_oa oa_status license

10.1001/jamanetworkopen.2022.45081 TRUE gold cc-by-nc-nd

10.1002/1873-3468.14417 FALSE closed

10.1002/2475-8876.12282 TRUE gold cc-by

10.1002/2475-8876.12293 TRUE gold cc-by

10.1002/2475-8876.12299 TRUE gold cc-by

10.1002/2475-8876.12312 TRUE gold cc-by-nc-nd

10.1002/9783527830190.ch5 FALSE closed

10.1002/adfm.202201772 TRUE green cc-by-nc-nd

10.1002/adfm.202203003 FALSE closed

10.1002/adfm.202204352 FALSE closed

実際のデータ取得例
OAか
どうか

OAの
種別

ライセンス

https://unpaywall.org/products/simple-query-tool
https://unpaywall.org/data-format
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ChatGPTでUnpaywall API用のPythonコードを作成

Unpaywall APIでDOIのリストから該当論文の次の値を取得するPythonコードを教えてください。

1. "is_oa" (booleen)
2. "oa_status" (string)
3. "best_oa_location" (object|null) に含まれる "license" (string|null) および "oa_date" 
(string|null)

DOIのリストは"doi_list.txt"から取得してください。

取得した論文の情報は"unpaywall.tsv"に出力してください。
"unpaywall.tsv"の内容は"doi", "is_oa", "oa_status", "license", "oa_date"としてください。

endpointの例は以下の通りです。

https://api.unpaywall.org/v2/10.1038/nature12373?email=YOUR_EMAIL

最後にDOI数と実行時間を返してください。
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Google ColaboratoryでPythonコードを実行

実行手順
1. Googleアカウントでログイン

https://colab.google/
2. 「New Notebook」を選択
3. DOIのリストをアップロード
4. コードセルにPythonコードをコピー
5. 実行ボタンをクリック

実行
ボタン

アップロード
したDOIの
リスト

出力したファイルの内容ファイルの
アップロード
ボタン

ChatGPTで作成した
Pythonコード出力

結果

メール
アドレス

https://colab.google/
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手順3: Crossref API
Webブラウザで「https://api.crossref.org/works/[DOI]」にアクセスするとJSON形式で該当論文のメタデータを取得可能

https://api.crossref.org/works/10.1002/2475-8876.12282

https://api.crossref.org/works/10.1002/2475-8876.12282
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実際のリポジトリ
登録例

https://hdl.handle.net/2324/7160876

Crossref APIでメタデータを取得できれば
機関リポジトリへの論文登録が可能

https://hdl.handle.net/2324/7160876
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ChatGPTでCrossref API用のPythonコードを作成

以下の手順で論文の書誌情報を取得するPythonコードを教えてください。
その際、クエリに「mailto=qir@m.kyushu-u.ac.jp」パラメータを含めるか、または、User-Agentヘッダーに「mailto: 
qir@jimu.kyushu-u.ac.jp」を含めます。また、1秒間に50回のリクエストレートとしてください。
実行後、標準出力に完了メッセージとかかった時間を出力してください。

1. 1行に1つDOIが記録されている"doi_list.txt"という名称のテキストファイルを読み込む。
2. Crossref APIから以下の書誌情報を取得する。
・DOI (DOI: "string")
・タイトル (title: ["string"])
・ライセンス (license: [{"URL": "string","content-version": "string"}]で、"content-version"が"vor"の場合の"URL"の値) ※該当しない場合は空欄
・出版社 (publisher: "string")
・発行年 (issued: {"date-parts": [[y,m,d]]}をYYYY-MM-DDまたはYYYY-MMまたはYYYYのフォーマットに変換)
・言語 (language: "string")
・資料種別 (type: "string")
・pISSN (issn-type: [{"type": "string","value": ["string"]}]で、typeが"print"の場合の"value"の値) ※該当しない場合は空欄
・eISSN (issn-type: [{"type": "string","value": ["string"]}]で、typeが"electronic"の場合の"value"の値) ※該当しない場合は空欄
・ジャーナル名 (container-title: ["string"])
・巻 (volume: "string")
・号 (issue: "string")
・ページ (page: "string")
・要約 (abstract: "string")
・件名 (subject: ["string"])
・助成機関名 (funder [{"name": "string"}])
・助成機関DOI (funder [{"DOI": "string"}])
・助成番号 (funder [{"award": ["string"]}])
3. 取得した情報から改行コードを除外する。また、前後の空白文字も除外する(トリム)。
4. 取得した情報を"paper_matadata.tsv"という名称のタブ区切りのテキストファイルに出力する。

JSON形式の型を踏まえて
質問するとエラーが出にくい
• 文字列 ("...")
• 数値 (2024など)
• オブジェクト ({ ... })
• 配列 ([...])

項目数が多いため
複雑そうに見えるが
やっていることは単純
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ChatGPTでCrossref API用のPythonコードを作成

Crossref APIを使って論文の著者情報を取得するPythonコードを教えてください。
その際、クエリに「mailto=qir@m.kyushu-u.ac.jp」パラメータを含めるか、または、User-Agentヘッダーに「mailto: 
qir@m.kyushu-u.ac.jp」を含めます。また、1秒間に50回のリクエストレートとしてください。
処理が完了したら標準出力に完了メッセージと処理件数と処理時間を出力してください。

処理手順は以下の通りです。
1．DOIのリストを"doi_list.txt"から取得します。
2. DOIから以下の著者情報を取得します。
・"ORCID": "string" (http://...となっていたらhttps://...に変換)
・"family": "string" 及び "given": "string" を", "で結合
・"affiliation": [{"name": "string"}]の"string"を複数ある場合は", "で結合
・"sequence": "string"
3. 取得した著者情報は以下の構成で"authors_metadata.tsv"に出力します。
"DOI queue number"¥t "DOI" ¥t "author queue number" ¥t "ORCID" ¥t "given, family" ¥t "affiliation" ¥t "sequence"

なお、Crossref APIで取得する著者情報のデータ構造は以下の通りです。
{"message": {
"author": [
{
"ORCID": "string",
"suffix": "string",
"given": "string",
"family": "string",
"affiliation": [{"name": "string"}]
"name": "string",
"prefix": "string",
"sequence": "string"

}],],}}

JSONのデータ構造を
そのままサンプルとして
提示すると楽

著者情報のメタデータは共著者数に応じて
取得するデータ量が増減するため
それ以外のメタデータとは分けて取得
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GakuNin RDMでPythonコードを実行

https://rdm.nii.ac.jp/

NIIが提供する研究データ管理基盤GakuNin RDM
のデータ解析機能でPythonコードを実行可能

GakuNin RDMが使えなければGoogle ColabでもOK
https://colab.google/

https://rdm.nii.ac.jp/
https://colab.google/
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GakuNin RDMでPythonコードを実行

作成した解析環境

Pythonコードを実行可能な
仮想環境を作成

JupyterLab
の起動ボタン
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GakuNin RDMでPythonコードを実行

実行ボタン

Jupyter Notebook
形式のファイル

ChatGPTで作成した
Pythonコード
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GakuNin RDMでPythonコードを実行

エラーが3件発生
処理時間745.84秒



38

GakuNin RDMでPythonコードを実行

Crossref APIで取得した
論文のメタデータ

Pythonコードの実行
によりTSV形式で
出力されたファイル
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手順4: Excelで一括登録用フォーマットを作成

DOI A

DOI B

DOI C

CC BY Gold OA

CC BY Gold OA

CC BY-NC Gold OA

メタデータ

メタデータ

メタデータ

DOI A

DOI B

DOI C

CC BY Gold OA

CC BY Gold OA

CC BY-NC Gold OA

メタデータ

メタデータ

メタデータ

著者情報以外のメタデータ

ORCID1DOI A

ORCID2DOI B

ORCID3DOI C

ORCID4DOI A

ORCID5DOI B

著者情報メタデータ

DOIをキーにして著者情報と
それ以外のメタデータを統合
したい

論文と著者が1対１の関係なら
ExcelのXLOOKUP関数で処理
できるが1対多なので使えない

教員1

教員2

教員3

教員4

教員5

所属1

所属2

所属3

所属4

所属5

ORCID1 教員1 所属1 ORCID4 教員4 所属4

ORCID2 教員2 所属2 ORCID5 教員5 所属5

ORCID3 教員3 所属3 null null null

リポジトリ一括登録用フォーマット
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ExcelのFILTER関数とTRANSPOSE関数を使う方法

テキストエディタ
を使ってTabを
■に変換

FILTER関数で同一DOIの
著者情報を全件抽出

TRANSPOSE関数で
著者情報を右側に列挙

テキストエディタで■をTabに変換
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リポジトリ登録インセンティブ対応

• 登録者情報は、著者情報と同様にFILTER関数とTRANSPOSE関数
を使ってメタデータに紐づけ可能

• 一括登録用フォーマットを作成して図書館システムにインポート

• CCライセンス付きGold OA論文のメタデータを1,000件以上
教員の登録負担なしで一括登録
※インセンティブ対象教員のリポジトリ登録者が10%から66%に増加

• 本文PDFは学生アルバイトの作業で1件ずつ登録
• もともとGold OAなのでリポジトリ登録なしでも出版社サイトで本文を

読める状態だが、IRDBへのハーベストによってCiNii Researchで
検索可能になった (国のOA方針通りの運用???）



161 149 226 322 213 333 
541 654 

1,843 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9

系列1 系列2 系列3

系列4 系列5

2016.1
オープンアクセス方針決定
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学術雑誌論文が
2.8倍に増加

うち約1,000件は
CCライセンス付き
Gold OA論文

QIRコンテンツ登録件数の推移
2023.4
インセンティブ経費導入

登録数の増加により担当職員の負担が増大



リポジトリ登録
支援機能

リポジトリ
(QIR)

著者

図書館職員

①
論文情報

登録

論文状況確認

⑤PDF・根拠データ登録

④Shibboleth認証
論文状況確認

research
map

登録依頼
リクエスト

②論文情報の
日次取得

③論文情報補完 API連携・CSV連携

NII RDC
(IRDB)

ハーベスト

API連携

Q-RADeRS

メタデータ入力

流用登録、一括登録等
での入力作業効率化

OAポリシーは独自DB
でも管理可能

研究成果リスト

（メタデータ新規入力）
公開データ
制限公開データ

非公開データ

メタデータ公開 メタデータ流通

JaLC ScopusCrossref

論文のメタデータ

Unpay
wall

ERDB-J
Sherpa
Romeo

SCPJ

論文のOAステータス
国内学協会の
OAポリシー

出版社の
OAポリシー

外部連携
データ
ベース WoS

査読者等

シーク
レット
URL

改修で実現したいこと

ORCID
Crossref

JaLC
出版社

①論文情報の
逐次取得

外部連携データベースを参照して
DOIから論文メタデータを取得
ISSNから出版社のOAポリシーを取得

文部科学省による
OA加速化事業の経費で
システム改修予定

• CCライセンス付きGold OA論文
の一括登録作業の経験を生かして
仕様書を作成

• 職員の作業負担軽減も図る

コピー&ペースト等で手入力していたメタデータを
自動入力でき、登録業務を大幅に効率化できる

研究データの登録は外部連携データベースによる
メタデータ補完が困難なため、これまで通り手入力

九州大学のリポジトリ登録支援システム改修案
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教員はQ-RADeRS
への業績登録が義務化
されている

論文のメタデータ
OAステータス
出版社のOAポリシー
リポジトリ登録の有無
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